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珊内川・古宇川・野束川・尻別川・泊川・千走川の河口規制の概要 参考資料２

後志管内の重要な水産資源であるサクラマスについては、その安定的かつ持続

的な利用を図るため、親魚の河川遡上を促進させ、「ふ化放流計画」に基づく計

画的かつ安定的な捕獲、採卵および稚魚等の放流が行われているほか、生息場

となる河川の環境維持を図るための魚道清掃も行われている。

また、北海道さけ・ます人工ふ化放流計画中期策定方針（R4～8）では、サクラ

マスについては、自然の再生産と合わせ、効果的なふ化放流事業を推進し、資源

の維持安定に努めるほか、海洋環境の変化についても適応力が高いと考えられ

ている野生魚の活用方法を検証していくこととされている。

このような中、後志管内の重要な水産資源であるサクラマスの漁獲量は、令和

６年まで増加傾向にあったものの、令和７年は前年の約３分の１に留まるなど不

安定な状況が続いている。

１ 現状

１

「ふ化放流計画」の見直しに伴うサクラマスの必要親魚数の増加や自然再生産

の重要性を踏まえ、親魚の河川遡上を促進するため、令和３年から泊川、千走川

令和４年から珊内川、古宇川、野束川、尻別川において海区委員会指示による河

口規制を令和７年まで実施した。

その結果、年変動は大きいものの半数の河川で計画並の親魚捕獲が概ね達成

され、複数河川で親魚捕獲、採卵し、生産された稚魚等を河川間で融通すること

により、必要な放流尾数は概ね確保されている状況にある。一方、計画未達の河

川では、今後、親魚の遡上状況の再調査や捕獲方法の再検証等による体制整備

が予定されている。また、魚病の発生による放流魚の減少も発生したことから、

複数河川における親魚捕獲によりリスク分散を図る必要があり、増殖事業団体

からも河口規制の継続を求められている。

２ 河口規制の実施結果（令和３年～７年）

○サクラマスの漁獲量の推移 （単位：トン）

令和４年９月 珊内川

親魚捕獲の様子

令和４年９月 珊内ふ化場

採卵作業の様子

○親魚捕獲、採卵作業の一例

○サクラマスの親魚捕獲計画の推移

河川名 R2年度 R3年度 R4～7年度 R8年度（予定）

珊内川 60尾 60尾 100尾 100尾

古宇川 0尾 0尾 100尾 100尾

野束川 20尾 20尾 100尾 100尾

尻別川 1,560尾 1,560尾 1,800尾 1,800尾

泊川 0尾 0尾 0尾 0尾

千走川 450尾 1,430尾 1,430尾 1,430尾

計 2,090尾 3,070尾 3,530尾 3,530尾

サクラマス親魚捕獲数（計画）



参考資料２

令和３年４月以降 泊川（5/1～10/31）、千走川（4/1～10/31）

令和４年４月以降 珊内川（4/1～8/31）、古宇川（4/1～4/30）

野束川（4/1～8/19）、尻別川（4/1～4/30）

２－２ サクラマスの親魚捕獲・採卵・放流実績等

・各河川ともに、魚体の婚姻色により成熟状況を確認し、８～10月に

たも網やウライの設置などにより親魚捕獲を実施

・尻別川、千走川、珊内川では、年変動が大きいものの計画並の親魚

捕獲や採卵を概ね達成

・千走川では、令和４年にふ化場で魚病が発生し幼魚放流が出来ず、

令和６年の親魚捕獲数の減少に影響したことから、複数河川におけ

る親魚捕獲によるリスク分散が必要

・古宇川、野束川、泊川では、親魚捕獲を試みたものの、計画並の捕獲

ができなかったため、今後、親魚の遡上状況の再調査や捕獲方法の

再検証等による体制整備を予定

・増水により親魚が上流へ逃避し親魚確保に至らない場合がある

・放流に必要な稚魚等は河川間の融通により概ね確保

・河口域への来遊は４月に多いが、数は少ないものの秋季に遡上する

親魚も確認されている

２

２－１ 河口規制の実施期間（令和３年～７年）

３ 今後の方向性

珊内川・古宇川・野束川・尻別川・泊川・千走川の河口規制の概要

サクラマスの来遊状況、河口規制中の親魚や放流魚の確保実績、今後

のふ化放流計画及び体制整備の予定を踏まえ、引き続き、各河川にお

いて従来と同様の河口規制を実施し、ふ化放流計画に基づく親魚捕獲

や採卵、稚魚等の放流の継続と自然再生産の促進により、サクラマス資

源の維持・増大を図る。

○計画 （捕獲数：尾、採卵数：千粒、放流数：千尾）

親魚捕獲数 採卵数 親魚捕獲数 採卵数 親魚捕獲数 採卵数 親魚捕獲数 採卵数 R4年級 R5年級

珊内川 100 90 100 90 100 90 100 90 5 5

古宇川 100 70 100 70 100 70 100 70 276 236

野束川 100 70 100 70 100 70 100 70 137 117

尻別川 1,800 2,156 1,800 2,156 1,800 2,156 1,800 2,176 1,200 1,200

泊川 0 0 0 0 0 0 0 0 108 108

千走川 1,430 2,000 1,430 2,000 1,430 2,000 1,430 2,000 191 121

計 3,530 4,386 3,530 4,386 3,530 4,386 3,530 4,406 1,917 1,787

○実績 （捕獲数：尾、採卵数：千粒、放流数：千尾）

親魚捕獲数 採卵数 親魚捕獲数 採卵数 親魚捕獲数 採卵数 親魚捕獲数 採卵数 R4年級 R5年級

珊内川 107 163 41 14 0 0 75 91 5 15

古宇川 0 0 0 0 0 0 0 0 226 225

野束川 39 0 10 0 0 0 0 0 87 114

尻別川 1,872 2,752 2,025 2,503 2,090 4,305 953 1,282 1,255 1,160

泊川 0 0 0 0 0 0 0 0 108 83

千走川 1,525 1,865 1,034 1,286 171 168 925 1,013 91 181

計 3,543 4,780 3,110 3,803 2,261 4,473 1,953 2,386 1,772 1,778

○達成率（%）

親魚捕獲数 採卵数 親魚捕獲数 採卵数 親魚捕獲数 採卵数 親魚捕獲数 採卵数 R4年級 R5年級

珊内川 107% 181% 41% 16% 0% 0% 75% 101% 100% 300%

古宇川 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 82% 95%

野束川 39% 0% 10% 0% 0% 0% 0% 0% 64% 97%

尻別川 104% 128% 113% 116% 116% 200% 53% 59% 105% 97%

泊川 - - - - - - - - 100% 77%

千走川 107% 93% 72% 64% 12% 8% 65% 51% 48% 150%

計 100% 109% 88% 87% 64% 102% 55% 54% 92% 99%

※R4年級放流数はR4に親魚捕獲、採卵し、R5及びR6に放流した稚魚及び幼魚の合計を表す

※R5年級放流数はR5に親魚捕獲、採卵し、R6及びR7に放流した稚魚及び幼魚の合計を表す

放流数

放流数

放流数
河川名

R4(2022)

R5(2023) R6(2024) R7(2025)

河川名
R4(2022)

河川名
R4(2022)

R5(2023) R6(2024) R7(2025)

R5(2023) R6(2024) R7(2025)
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次のとおり各河川において河口規制を行う。

なお、親魚の捕獲、採卵、稚魚等の放流のほか、親魚の遡上状況の再調査

や捕獲方法の再検証など各種取組状況を単年毎に確認し、その後の対応を

検討するため、委員会指示の期間は令和８年10月31日までとする。

（１）珊内川

サクラマス親魚の遡上が確認され、採捕実績もあることから、従来同様、

４月１日から８月31日まで河口規制を行う。規制区域も同様とする。

（２）古宇川（保護水面（北海道漁業調整規則））

サクラマス親魚の遡上が確認されていることから、従来同様、

４月１日から４月30日まで河口規制を行う。規制区域も同様とする。

（３）野束川

サクラマス親魚の遡上が確認されていることから、従来同様、

４月１日から８月19日まで河口規制を行う。規制区域も同様とする。

（４）尻別川

サクラマスの重要な親魚捕獲河川としての役割を担っていることから、

従来同様、４月１日から４月30日まで河口規制を行う。

規制区域も同様とする。

（5）泊川（保護水面（北海道漁業調整規則））

隣接する千走川で十分なサクラマスの親魚捕獲ができない場合の補完

機能を有する河川として重要であることから、従来同様、５月１日から

10月31日まで河口規制を行う。規制区域も同様とする。

（6）千走川（保護水面（北海道漁業調整規則））

サクラマスの重要な親魚捕獲河川としての役割を担っていることから、

従来同様、４月１日から10月31日まで河口規制を行う。規制区域も同

様とする。なお、北海道漁業調整規則での規制期間及び区域を除く。

４ 令和８年の河口規制の内容

３

○サクラマスの月別漁獲量の推移（南後志）

○北海道漁業調整規則、海区委員会指示による禁止区域及び禁止期間

左岸 右岸 左岸 右岸

珊内川 300m (300m) - 4/1～8/31

古宇川 (300m) (300m) 5/1～8/31 4/1～4/30

野束川 (300m) (700m) 345度 5度 8/20～11/30 4/1～8/19

尻別川 (1,000m)(1,000m)299度30分 300度 5/1～11/30 4/1～4/30

泊川 (300m) (300m) 5/1～8/31 5/1～10/31

(300m) (300m) 5/1～8/31 -

(500m) (800m) 344度 0度 300m 700m - 4/1～10/31※

※距離のうち、括弧内の数字は一応の目安

※千走川：5/1～8/31の期間は調整規則で定める区域を除く

北海道漁業調整規則、海区委員会指示による禁止区域及び禁止期間

600m

1,000m

左岸 右岸

沖合

方位（真方位） 距離

243度 300m

225度 300m

344度 300m

千走川

344度 300m

禁止区域

河川名

海区委員会指示漁業調整規則

禁止期間

12 7 9 14
6

59 59

92

121

2823 26 27
41

27

2 2 2 5 3

0

30

60

90

120

R3 R4 R5 R6 R7

３月 ４月 ５月 ６月

（速）

（単位：トン）
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